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▽教
きょう
科

か
書
しょ
を補

ほ
完
かん
する専

せん
用
よう
ウェブサイト

この教
きょう

科
か

書
しょ

のもう一
ひと

つの特
とく

徴
ちょう

は、インターネットの 
活
かつ

用
よう

です。「とびらサイト」と呼
よ

ばれるウェブサイトに 
音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

、会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

用
よう

教
きょう

材
ざい

、ビデオ教
きょう

材
ざい

、単
たん

語
ご

や漢
かん

字
じ

の練
れん

習
しゅう

などが用
よう

意
い

されており、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がこのサイトに 
アクセスして予

よ
習
しゅう

や復
ふく

習
しゅう

をするようになっています。 
会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

用
よう

のプログラム Language Partner Online では、
映
えい

像
ぞう

の中
なか

の人
じん

物
ぶつ

と会
かい

話
わ

を練
れん

習
しゅう

したり、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

自
じ

身
しん

の発
はつ

話
わ

を録
ろく

音
おん

したりすることができます。また、たとえば下
した

の
教
きょう

材
ざい

例
れい

にあるように、本
ほん

文
ぶん

で読
よ

む内
ない

容
よう

に関
かん

連
れん

するサイトや
読
どっ

解
かい

補
ほ

助
じょ

ツールが利
り

用
よう

できるサイトにリンクできるよう
になっています。

単
たん

語
ご

の意
い

味
み

や文
ぶん

法
ぽう

の説
せつ

明
めい

は英
えい

語
ご

で書
か

かれているので、
英
えい

語
ご

圏
けん

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には使
つか

いやすいでしょう。

初
しょ

級
きゅう

の教
きょう

科
か

書
しょ

を終
お

えて、中
ちゅう

級
きゅう

と呼
よ

ばれる段
だん

階
かい

に入
はい

った 
ものの、初

しょ
級
きゅう

の時
とき

のように目
め

に見
み

える伸
の

びが感
かん

じられず、 
学
がく

習
しゅう

への意
い

欲
よく

も失
うしな

いがち……そんな学
がく

習
しゅう

者
しゃ

はいませんか？ 
中
ちゅう

級
きゅう

の道
みち

程
のり

は長
なが

く厳
きび

しいものですが、この教
きょう

科
か

書
しょ

は、 
そんな学

がく
習
しゅう

者
しゃ

（授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

で言
い

えば 250 ～ 300 時
じ

間
かん

終
しゅう

了
りょう

 
程
てい

度
ど

）が上
じょう

級
きゅう

に入
はい

る「とびら」を開
あ

けることができる 
ようにと考

かんが
えられたものです。初

しょ
級
きゅう

で習
なら

った文
ぶん

法
ぽう

や語
ご

彙
い
・ 

漢
かん

字
じ

を定
てい

着
ちゃく

させながら、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の知
ち

的
てき

好
こう

奇
き

心
しん

を満
み

たす 
内
ない

容
よう

を聞
き

いたり、話
はな

したり、書
か

いたり、読
よ

んだりする 
ことによって、上

じょう
級
きゅう

への道
みち

を歩
あゆ

んでいくためにさまざまな
工
く

夫
ふう

がされています。

▽中
ちゅう
上
じょう
級
きゅう
に必

ひつ
要
よう
な内

ない
容
よう
重
じゅう
視

し
の構

こう
成
せい

まず、大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

の一
ひと

つは、この段
だん

階
かい

で求
もと

められる 
「内

ない
容
よう

のあるコミュニケーション」ができるようになる 
ために、日

に
本
ほん

や日
に

本
ほん

人
じん

に関
かん

する幅
はば

広
ひろ

い知
ち

識
しき

や情
じょう

報
ほう

が 
提
てい

供
きょう

されていることです。初
しょ

級
きゅう

では日
にち

常
じょう

的
てき

で身
み

近
ぢか

な内
ない

容
よう

 
だけがコミュニケーションの対

たい
象
しょう

でしたが、中
ちゅう

級
きゅう

以
い

上
じょう

の 
コミュニケーションでは、多

おお
くの日

に
本
ほん

人
じん

が共
きょう

有
ゆう

している
一
いっ

般
ぱん

常
じょう

識
しき

や社
しゃ

会
かい

文
ぶん

化
か

事
じ

情
じょう

、伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

などに関
かん

する
知
ち

識
しき

や関
かん

心
しん

が必
ひつ

要
よう

です。各
かく

課
か

のテーマには「日
に

本
ほん

の地
ち

理
り

」 
「日

に
本
ほん

のテクノロジー」「日
に

本
ほん

のポップカルチャー」 
「日

に
本
ほん

の政
せい

治
じ

」「世
せ

界
かい

と私
わたし

の国
くに

の未
み

来
らい

」など、また「文
ぶん

化
か

 
ノート」と呼

よ
ばれるコラムのトピックには「お米

こめ
の話

はなし
」 

「日
に

本
ほん

の色
いろ い々ろ

な迷
めい

信
しん

」「日
に

本
ほん

人
じん

のジェスチャー」「標
ひょう

準
じゅん

語
ご

と方
ほう

言
げん

」などがあって、中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

にふさわしい上
じょう

質
しつ

な 
コミュニケーションを行

おこな
う上

うえ
で必

ひつ
要
よう

な「内
ない

容
よう

」が豊
ほう

富
ふ

に
取
と

り入
い

れられています。

内
ない
容
よう
重
じゅう
視
し
で 4 技

ぎ
能
のう
を伸

の
ばす中

ちゅう
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ

『上
じょう
級
きゅう
へのとびら―コンテンツとマルチメディアで学

まな
ぶ日

に
本
ほん
語

ご
―』

構
こう
成
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そう
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当
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者
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よこ
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紀
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子
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語
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国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し


